「大阪府における子どもの読書活動推進の取組み調査」について
１　調査の概要
○調査の目的
　　　府内の学校や市町村立図書館等での子どもの読書活動推進の取組み状況並びに課題を把握・分析することにより、「第２次大阪府子ども読書活動推進計画」を作成するための参考資料とする。
○調査内容の基本的な考え方
国の「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第二次）の「第３章　基本的方針」にもあるように、子どもの読書活動推進のためには発達段階に応じた読書環境づくりに努めることが肝要であり、その際の重要な観点は、①子どもが興味を持ち、感動する本等が子どもの身近にあること　②子ども自身が読書の楽しさを知るきっかけをつくる人がいることである。
　　　これらの観点に立った取組みが学校や図書館等の各現場でさらに進むためには、「本等の充実のための、公立図書館と他の現場との連携」及び「さまざまなきっかけがつくられるための、ボランティアグループと各現場との連携」が一層強化されるよう大阪府として支援していくことが重要である。
このような認識に基づいて第２次計画を作成するにあたり、まず必要なことは「公立図書館と他の現場との連携」及び「ボランティアと各現場との連携」の状況と課題を把握することであると考え、調査内容の基本とした。
○対象　　①国・公・私立の小学校、中学校、高等学校、支援学校
②公立・私立幼稚園
　　　　　③公立図書館（分館、公民館図書室含む）
④公民館、公民館類似施設、青少年教育施設
　　　　　⑤公立・私立保育所
　　　　　⑥保健センター
　　　　　　⑦市町村教育委員会
○方　法　　調査票の送付（悉皆調査）
○時　期　　平成22年５月14日～６月16日（府立学校は６月９日～22日）
○回収率　　82%（調査対象数4,455　回収件数3,660）
